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図 代表的な電流ノイズ波形｡横軸の左から右までは50秒に相当｡
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ターもやはり自己相似性を有しフラクタル次元 df は変らず,回転半径R∞は等しいので, 塞


















になる｡ その確率は, ,での密度 o(r)～ r d f-1/rdsJl-rdf~dsに比例するoボイ ド内の粒
子は,いずれクラスターに付着するので
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研究会報告
3- AS/AP ,n- (AA-AE)/AP (8)
であるO通常のDLAの場合 (n-1, 3-0)は,我々が既に得た結果を再現する3)｡ さら
に,保存系の場合 (a-o)は, i-2となって(6)式と一致し,蒸発過程だけある場合 (n
--1,S-0)は,df-1となる｡ これらの結果は,合理的であるが, Apの全過程において








神戸大･理 ノ高 安 秀 樹
自然界に払 数多くの分岐を伴 うフラクタル構造が存在している｡川や血管,放電パターン,
ひび割れ,DLAなどはその良い例であるOこれら軋 科学の異なる分野に属するものではあ
るが,幾何学的な構造はどれも非常によく似ており,何か共通の起源があることを期待させる｡
.本講演では,保存される流れがランダムに不可逆な凝集をすることによって樹枝状のフラク
タル構造が形成されることを明らかにした｡具体的に例を示したものは,放電パターン,ひび
割れ,川及び血管である｡細かい内容については参考文献 (特に1)を見ていただきたい｡
一般にフラクタル構造は,ゆらぎを助長する働きがあり,かつ,その応答が系全体に影響を
及ぼすような場合に生じやすい｡上記の場合には,不可逆性がゆらぎを助長する働きを,そし
て,保存流が応答を非局在化する働きをしている｡このような状況は,非線形非平衡系ならで
はの現象であると言えよう｡
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